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昭 和 35年 1月工O目 第 5 群 　性 機能に 昌冒す る 問 題

　　今囘は性周期異常下 に於 ける諸種内分泌腺 の 態度を組
織化学的 に檢討した 勁物実驗成績 を主 と して 述べ る ．

　　実．驗材料

　　今 日 動物に 於 け る無排卵性 6 ・t・・9 ・n 過乘獣 態 と し

て知られて い る もの は白鼠の 持続発麿であ る．吾 k は こ

の持続発情白鼠を用 い て ， こ れ と正 常雌性白鼠 と対比 檢

討 した．

　　実驗方法

　　1） 組織化学的方法

　　　a ）　下垂 体 前葉 に 関して

　　　　i）Kresazan 染色

　　　 ii）　　PAs 染色

　　　 i：［i）Aldehyd・Fuchsin 染色

　　　 iv）HEmatoxylin−Eosin 染色

　　 b） 卵漿及 び副腎 に関 して

　　　 i） Hamatoxylin ・Eosin 染色

　　　 ii）　Sudan 　］i匸染色

　　 C） 子宮に関 して

　　　 i）Hamat 。 xylin −E  ・in 染色

　　　 ii） PAS 染 色

　 2） 下垂体前葉ホ ル モ ン 測定法

　 a）　下垂 体前葉の 性腺刺戟能

　　Her．bert　S・Kuppermann 　王戛手由出法

　　 Evans 氏幼若 マ ウス 子宮重量法

　 わ） 下垂体前葉 の 副腎皮質刺戟能

　　 R．Gui11e：皿 in 氏 推丁出法

　　 Sayer 氏 ア ス コ ル ビ ン 酸減少法

　持続発 庸下の 白鼠下垂体前葉 の組織像では Kresazan

染色β細胞群の 増加 と胞体 の 増大，脱顆粒型細胞 の 出

現が 目立 ち ， PAS 陽性細胞群の変化も こ れ と軌を一
に

して お り，下垂体前葉 に於 け る Gonadotropin 分 泌亢

進像 が 認め られ ・

一
方卵 鄭 埆 ん ど大型及び中型 の 卵胞

の み よ りな り，活動性 と思わ れ る新 しい 黄体は殆ん ど認
め られな か つ た．

　 こ れ らは卵藁機能 に 於け る排卵機構 の障害，6strogen
分 泌の 亢進 を示 す もの であろ う．

　こ れ らの 所見 と共に副腎皮質の 態度をも述べ ， 吏に 下
垂体前葉の 所謂 Gonadotropic　Potency 及 び ACTH
Potency の 測定成績 を 逋 べ ，併せ て 諸種 ス テ P イ ド投
與 下の 変化を も綜合 して報告す る。

　61，代謝面よ り見 た 間脳，下垂体， 性腺系 （間
脳 に於 ける ア セ チ ール コ リ ン代謝 第 1報）

　　　　　　　　　（東大）　 小林　隆 ， 小林拓郎

199− 4．5

　　　　　　　　　　　　　　 木川源則 ， 加藤順 三

　　間腦靦床下部の ア セ チ
ー

ル コ リ ン （Ach ）代謝を 追究す
’

　る こ とは ，性中樞 に お け る 禪経系機構 と 内分 泌系 と の

相関性を解析す る 上 での 1 っ の 鍵を握 る と考え られ る．
現在では ， 靦 床下部 の Ach は 禪 経 体 液的 な rnediator

そ の もの と云 う よ り は ， netirehumor 産生 に 必要 な

t「轄ge「 system に重要 な役割を果 し て い る と考 え ら

れ，ゴ ナ ド トロ ピ ン放出の た め の 覗床下部 の 亢奮現象に

灘 憫 係齢 っ もの と解され る．こ の よ う・なA ・h 姓 成

機序に は ・ ア セ チ ル C ・A 形成 反應 とコ リ ン ア セ チ ラ ＿
ゼ （ChA ）反應との 2 つ の 過程が あ り ，

C・A が 購 素

として 関係す る の で ， 炭水化物代謝等の
一・

般代謝 とか み

合つ た複雜な 過程であ り，更 に生 成 Ach は コ リン エ ス

テ ラ 冖ゼ （ChE）に よ る 永 解過程に よ つ て 不活性化され ，
　r

ChE −A ・h−ChA と云 う・代謝率の 大きい 微妙 な A 。h テ

イ ク ・謄 形成す る・從 つ て ， こ の 3者 蠏 析す る こ と

は ・
Ach 代謝の 本来の パ ター

ン を 決定す る上 に 必要で

あ ろ う・訟 は・ こ 蠍 年来 A ・h 及 び ChE の 面 か

ら，そ の 分析を進め聞腦靦床下部 （7 ツ ノ ） に於 い て s

そ れ らの 活性 が 性周期 に應 じて 波動を示 し ， 特 に蘇 下

部亢奮が趙 っ て い る と考 え ら れ る発情前期に
一
過性の 変

動 が あ る こ とを証明 した．Ach 代謝 と性 機能 とが 密 接

な関係を もっ こ とを明 か に し た．從 っ て 次 の 毅階 と し

て・　Ach 　V ／ ク ル の
一

環 で あ る 餓 酵素ChA 鎚 究 し

た・ChA そ の 物 の 酵素化学的性格 彰噺 い て は 不 サ確

な 点が多い が ， 吾・セ ほ酵素純化調 整 標本 に っ き，シ ス テ ィ

ン の 直御 堰 求 性 ・齬 性度曲線 ， 無機イ オ ンの 影響
に 檢討を加え ， 既に報告 した．か S る基礎的研究 に基 い

て ・ Acet・
−C ・A −Kina・e 系を … pl ・ さ せ て ChA 活

性値を測定す る 反 懸組成系 に改良 を加えた．酵素活性随

va一ヲ ッ テ 性周期に應 じて 発情前期が最低値を示 し，次 い

で発黼 ・諍止 期・発髏 期釧 厭 高 鰍 る． こ の 前
期 の 低値は Ach 様物質 の 変動 の場 合と同様な 傾向で，
Ach 合成酵素活性 も亦性周期 に應 じて一

過性 の 変動を

示 す こ とは ．性機能に 於 け る Ach 代謝 の 重要性 を更 に

裏づ け る もの であ ろ う・尚去勢 ラ ツ テ 間腦視財ぐ下部酵
素活性値が・去勢後 10 口 で増加 し，

一
）・V・で15 日 ， 2  旺

漸減 し， 30日で再 び増加す る が ， 40口 では再び減少傾海
を示すと云 う大 き な 波 形 を描 く．

　以 上 の 様 に性 周期 と関連 した 閲腦覦床下部 ChA 活陸
の 動態 は 甚 だ興 味 深い ．

　
62．性 ホ ル モ ン 影響下 に於 ける 正常並 び に去勢

白鼠の 32P
代謝
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　　　　　　　　　　　　　　（廣島大）佐伯光 正

各種臓器の 燐代謝 と性 ホ ル モ ン の 関係，特 に 性 ホ ル モ

ン の 内分 泌腺相互関係 ヒ及 ‘fす影響を調べ る 目的で ・ 性

ホ ル モ ン （エ ス 1・白ゲ ン ，フ
’
・1 ゲ ス テ ロ ン ） で 前処置 し

た正 常並び に 去勢雌性 白鼠に
s2P を皮下注射 し，

3コP 排

泄量 ，各臓器 の 放射能 ， 総燐量及び比放射能 を 測定 し次

の 如 き 結果 を 得 た。

　1。 32P
排泄率は 性ホ ル モ ン 投興群でに 残 ♪ し 体内蓄

猿増加 の 傾 向が み られ，2、，各臓器 の
3
丁 捲取率の 順位 唾

恫 読 モ ン 投與群 で ン蜘 飃 群 と略綱 様であ つ た が ・

1r歳 を除 く各臓器の 放射能，総燐量及 び 比放射能 la亢進

を 示 し，3。間 腦，下 垂庫 ， 副腎及 び 甲 状腺の 各 内 分泌腺

ll生ホ ル モ ン 投與 に よ …り
・・
導 i諏 量 瀦 し・特に卵鄭

及 び子宮では著明で あ っ た が ，
4．去勢に 上 リ ド垂 体 ， 甲

賦腺の
32P

囁 取率 は 亢進 し ， 副習 で は 老 変な く，間旨鬣，

子宮の そ れ は低下 し，5．去 勢 白鼠 に性 ホ ル モ ン を投 舅彰
『

る と間腦 ， 副腎 ， 子宮の
臼
丁 冪取 量 は増加 レ，甲 状腺 ご

は 著変な く， 下垂体の ぞ れ は 低下 して い た．

　 63．家兎視床下部 破壊の排卵 に及 ぼ す影響 に 就

い て

　　　　　　　（千 葉大）　 御園生雄二 ， 貴家昭 而

　隔離飼育 し た成熟雌性家兎を 用 い 腦研式固定装置 と

Sawyer の Map に随い 醍 床下部 を前di後 の 3 群 に 分 ：ア

て 直徑 0．8  の 双極針 に よ り電気的小 破壊巣 を作つ た。

通電條件は原則 と して 25ecycle，50−−60Volt ，3・v　4　m

A ，28SCCX　3 とし ， 術後48時問 で一旦 開腹 して 排 卵 の 有

無，内性器 の 状懇 を観察 して か ら．手捕 の 侵襲 をi
’
k け る

意味で15日以 上 の H 数 を 置 き Es しrogen の 前処滝の 下

に 〔Lユ％錨酸銅10。c靜注或 い は成熟雄性家兎と自然交尾

せ しめ て48ee間後 の 撹卵状態を慨賑 した ．全実  終了後

腦の 段階切片 チ オ ＝ ン 染 色 を施 して破壊篥を調 べ ・銅塩

　並 びに 交尾排卵 に及ぼす影響に就い て機索 した．猶破壊

　に よ り同時 に 循猿及 び代遮 障害が起 り・そ の 爲の 排即 矜

　性 内性器萎縮屯考 え られ る の で，衛後体重 を測定 し体重

減蟀 2膨 以 上 の 著 る しい もの 1よ実驗成績 か ら 除外 し

　た ．そ の 結果 （1） 前囘の 雷気刺 厭 実驗で は 俔床 下 部

前沖 ．後部 でそ れ ぞ 庵し20％ ，　 41il％ ・ 25鍛 ）嬲 賊 績 亀

彳犠 が，今囘の 5潮 の 破卿 こ」・る粥 陣 は て れ ぞ れ 皖 ・

n．O％ ，45％ tfあっ た．破壊 実驗で は刺戟実K の 約1嘛 の

　電流を 使用 した が．排卵陽性率は刺 見実驗では 前部 に最

　も低 く後部 が 之 に続 き中部 が最高の 値 を 示 し た の に 対

　し， 破壊実験では 前部，中部 ， 後部の 順に 高 くな る 結果

翻 号 た 。

　 （2） 銅 塩 排 卵 成績
’k対照 として の 成熟雌性家兎で は

Estrogen の 前処置 の 下 で 1α1％に 排 卵 す る が ，覦床下

部破壊後で iL・．、，前部破壊家兎で
「r「g ％ ， 中 部 でる0％，後部

で 壱〔1％ の 排卵率 を示 1．． ， 覦 床下部 中部破壊 が 最も低 く，

後部でド
』
之 よ りや S 高 く，前部では 最も影響 が少 い こ

と認 全 洲 囎 ％ 朋 塩排壇瞻 性 が 見   し江 とは擁 聾

共 下 軍 伊 こ ：
・
竒 r尋の 損傷 もな か つ た ご とか ら・ 銅 塩 ま直

ズ ド正 1報 二作働 す る やの 噛 31、く硯 床下部特 に そ の 中部

後部 を介して 下 毛 陰に作用 す る こ とを 示 して い る。

　 （3） 交．尾 1、・二．］こる 排卵，i；kS　lよ対照例では Est「°gen の

前処 置 ⊃ Fで 全 例 に排 IJIした．反之，虎 床下部破壊後 の

麦尾排巧「」、ま曲部破壊で は 80％，中部で 40 ％・後部で翌 ％

の 陽性率 を示 し ， 交尾排卵 と同様中部破壊 が 最 も低 く後

部 が 之 に 続 き 前部が 最 も高い こ とは ，家兎に 於 け る 銅塩

排卵，交尾排卵 と
一＿沙 機序 を ほ 貧 同 じ くす る もの な る を

思 わ しめ る．

　　（4） b妹 ド都 帖 臓 壊で M ・di・ n ・ ・nin ・ nce の 兩

側 、L 破囈が及 ん だ IP合に は 子宮角・卵集腟等 1こ 萎縮を来

た し，性機能減退 し銅塩並びに交尾排卵 は 陰性 とな り。

巳 つ 同 上変化は 術後 120日 以内で は不可逆的で あ つ た ・

殿 M ・di・ n ・min ・n ・ e の i側 q）破壌 で は 上言饌 縮 Ut

あ ．、て も極 め て 軽度であ りs 銅塩 並 び に 交尾排卵 は 陽性

で あ るば か りでな く， 妊娠す る能力を 保有 した．

　　（5） 後部 蔽 廛 で 銅 塩及 び交尾｝」卜卵 を 陰性化す る もの

は S ・ p・ anrarnmillary ・・ ea の 特 に 第 3腦室 周辺部 に

損傷 が 及 ん だ場合 に限 られる が．冂時 に 現 れ る 内性器 の

萎縮 は一般に 軽度 で
J’

る・叉後部破壌に よ り・一旦銅 塩 及

　び交尾排卵｛陰性 で あ つ た が 徒後 ！40 日経過後 に銅壗及

　び交宅排卵の 陽轉した興昧 あ る 1 例 を観察 し た 。

　　64．肥胖症と視床下 部に 関す る 1実験的考察

　　　　　　　 （東医齒大）　 齊藤　幹 ， 寿日「鳳輔

　　肥 胖症が 更年期婦人 ， 或 い は 分 娩 を 猛過 し た婦 人 に 瞹

嬬 ゆ ら，］Zll，bS，こ の 事実1ま肥 胖症 と内分泌繍 誤 常 と

　の 門 に紘接 急 関連性 が 存在す るであ ろ うとい うこ と を掻

察 せ レめ る，然 し從来，肥隴 の 原因 一 っ い て は ・ 單 な

　る池食に 走因 す
．
る 屯の と ， 観床

一
ド部病変に よ る場 合 との

　2 つ の 因
一
アが 工七較的．丿 ．・ に さ れ て い るの み で ， 内分 泌 機

　能 との 関 係 に つ い て は 詳 らか を・亡 れ て い な い e

　　藤井，斉藤 ， 寿 巨ユは li　956年以 来，覗 康下部 と乳汁分泌

　，：／ 関係に っ い て ラ ッ 1・を用い 実驗的研究を 続行 して い る

が ジ 騰 そ の 実uaネ ズ ミ 中に 麟 ｛
三症 の 発生 を 認 め た の
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